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令和５年（２０２３年）５月１６日  校長 橋本 和幸 

 

熊本市立豊田小学校 

 

５月
がつ

１５日
にち

（月
げつ

）、城南
じょうなん

図書館
としょかん

のスタッフ
す た っ ふ

の方
かた

による「読
よ

み聞
き

かせ」が始
はじ

まりました。 

これは、城南
じょうなん

図書館
としょかん

にご相談
そうだん

したところ、快く
こころよ

実現
じつげん

してくださったものです。毎月
まいつき

第
だい

3

月曜日
げつようび

、城南
じょうなん

図書館
としょかん

のスタッフの方
かた

が各学級
かくがっきゅう

を訪
おとず

れ、本
ほん

の読
よ

み聞
き

かせをしてくださること

になりました。最初
さいしょ

、職員
しょくいん

朝会
ちょうかい

を行
おこな

う月曜日
げつようび

で相談
そうだん

したところ、「月曜日
げつようび

は難
むずか

しい」との

返事
へ ん じ

でしたが、その後
ご

、やりくりをしてくださった次第
し だ い

です。ありがたい限
かぎ

りです。 

さて、第１回
だいいっかい

となった１５日
にち

（月
げつ

）は、1年生
ねんせい

がお世話
せ わ

になりました。打
う

ち合
あ

わせで、図書館
としょかん

の方
かた

から、「まだ1年生
ねんせい

さんは、（話
はなし

の聞
き

き方
かた

など）難
むずか

しいですよね？」との話
はなし

があったの

ですが、「いえ、本校
ほんこう

の 1年生
ねんせい

、4月
がつ

からしっかりがんばってくれているので、きっと大丈夫
だいじょうぶ

です。1年生
ねんせい

からお願
ねが

いします。」というやりとりをして、１年生
ねんせい

からとなりました。 

昨日
さくじつ

（１４日
にち

曜日
よ う び

）が「母
はは

の日
ひ

」だったということで、お母
かあ

さん 

のおなかの中
なか

にいる小
ちい

さな小
ちい

さな赤
あか

ちゃんが、お母
かあ

さんのおへそ 

のあなから外
そと

を見
み

る…という内容
ないよう

の話
はなし

から始
はじ

まりました。外
そと

では、 

お兄
にい

ちゃんやお姉
ねえ

ちゃん、そして、お父
とう

さんが赤
あか

ちゃんの誕生
たんじょう

を 

楽
たの

しみに待
ま

っている様子
よ う す

が描
えが

かれている本
ほん

でした。 

この日
ひ

は、計
けい

３冊
さつ

の絵本
え ほ ん

の読
よ

み聞
き

かせがありました。「1年生
ねんせい

、 

きっと大丈夫
だいじょうぶ

です！」とは言
い

ったものの…と気
き

になって、私
わたし

も様子
よ う す

 

を見
み

にいったのですが、ばっちりでした。おしゃべりなどせずに、 

みんながじっと絵本
え ほ ん

を見
み

つめながら、聞
き

いていました。運動会
うんどうかい

の 

練習
れんしゅう

が中心
ちゅうしん

となっている最近
さいきん

の学校
がっこう

ですが、きっとよい時間
じ か ん

になったのではと思
おも

います。 

城南
じょうなん

図書館
としょかん

は、児童書
じどうしょ

が充実
じゅうじつ

していると聞
き

きました。もうしばらくしたら、梅雨
つ ゆ

に入
はい

りま

す。雨
あめ

の日
ひ

に、ご家族
か ぞ く

で図書館
としょかん

に行
い

かれる…というのも素敵
す て き

ですね。如何
い か が

でしょうか。 

「読み聞かせ（城南図書館）」が始まりました！ 

 

 

５月１６日（火）朝は、急に暑さが厳しくなってきたように感じました。そんな中、登下校する子

どもたちのがんばりに改めて感心する次第です。さて、本日朝、ＪＡ近くのＴ字路で毎日交通指導を

してくださる保護者様が、学校にお越しになりました。「減速せずにかなりのスピードで通る車が何

台もあった」ということで、心配して教えにきてくださったそうです。 

もちろん、本日スピードを出して通学路を通った車は本校の保護者様ではないと思いますが、本校

と直接関係のない方々が、「学校のそばだ。減速しよう。」と思って頂けるよう、(日頃から意識され

ているかと思いますが、)本校保護者の皆様が範を示して頂きますよう、改めてお願いいたします。 

先日は、近隣の方が、「子どもを送ってくる保護者さんの車が、その後、細い道を歩いている自分

の脇をスピードを出して通り抜ける。」と言ってこられたことがありました。足が痛いので、ぱっと

避けることができないので、よけいにこわく感じられるとのことでした。子どもたちにとっても、校

区の皆様にとっても、“やさしい運転”にご協力の程、よろしくお願いいたします。 

なお、今朝お伝えいただいた内容は、すぐに城南交番にも連絡し、登校時・下校時の見守りやパト

ロールの協力をお願いし、「わかりました。」とのお言葉はいただいたところです。 

「登下校中の徐行」、ご協力お願いします！ 


